
都
市
の
朝
食
ム
ト
リ

ア
フ
リ
カ
大
陸
の
東
部
に
位
置
す
る
タ
ン
ザ
ニ
ア
連

合
共
和
国
は
、
二
〇
〇
〇
年
以
降
、
外
国
か
ら
の
投
資
、

資
源
開
発
な
ど
を
背
景
と
し
て
急
速
な
経
済
成
長
を
経

験
し
て
い
る
。
仕
事
を
求
め
て
人
び
と
は
大
都
市
へ
と

移
動
し
、
都
市
人
口
は
急
激
に
増
加
し
て
い
る
。
経
済

成
長
の
結
果
な
の
か
車
を
購
入
す
る
人
び
と
が
増
え
て

お
り
、
首
座
都
市
ダ
ル
エ
ス
サ
ラ
ー
ム
で
は
車
の
渋
滞

が
大
き
な
問
題
と
な
っ
て
い
る
。

早
朝
、
街
中
を
歩
く
と
、
つ
ら
い
通
勤
ラ
ッ
シ
ュ
を

乗
り
越
え
、
仕
事
前
に
街
角
の
食
堂
や
露
店
で
朝
食
を

と
る
人
び
と
を
み
る
こ
と
が
で
き
る
。
砂
糖
た
っ
ぷ
り

の
ミ
ル
ク
テ
ィ
ー
、
煮
込
ん
だ
豆
、
臓
物
ス
ー
プ
、
肉

の
串
焼
き
、
揚
げ
パ
ン
と
い
っ
た
多
様
な
メ
ニ
ュ
ー
が

提
供
さ
れ
て
い
る
。
バ
ナ
ナ
の
ス
ー
プ
、
ム
ト
リ
も
朝

の
定
番
メ
ニ
ュ
ー
の
ひ
と
つ
だ
。

ム
ト
リ
に
は
未
熟
で
甘
み
の
で
て
い
な
い
緑
色
の
バ

ナ
ナ
が
使
わ
れ
る
。
牛
肉
と
野
菜
（
ピ
ー
マ
ン
、
人
参

な
ど
）を
煮
込
ん
で
と
っ
た
ス
ー
プ
に
、短
冊
状
に
切
っ

た
バ
ナ
ナ
を
入
れ
、
ム
ト
リ
専
用
の
か
き
ま
ぜ
棒
キ
ペ

ケ
チ
ョ
で
つ
ぶ
し
な
が
ら
ト
ロ
ト
ロ
に
な
る
ま
で
煮
て

い
く
。
固
形
の
ス
ー
プ
の
素
を
入
れ
る
店
も
あ
る
が
、

基
本
は
塩
で
味
を
調
え
る
。
ポ
タ
ー
ジ
ュ
ほ
ど
の
と
ろ

み
に
な
れ
ば
で
き
あ
が
り
だ
。
器
に
は
ラ
イ
ム
、
生
唐

辛
子
、
塩
が
添
え
ら
れ
て
お
り
、
お
客
は
そ
れ
ぞ
れ
の

好
み
の
味
に
仕
上
げ
る
。味
は
、ジ
ャ
ガ
イ
モ
の
ポ
タ
ー

ジ
ュ
に
似
て
お
り
、
食
感
は
滑
ら
か
だ
。
シ
ン
プ
ル
な

味
付
け
で
飽
き
の
こ
な
い
料
理
だ
。
牛
肉
も
入
っ
て
お

り
、
仕
事
前
に
活
力
を
つ
け
て
く
れ
る
。
タ
ン
ザ
ニ
ア

タンザニアのバナナのスープ

ムトリ

溝
みぞ

内
うち
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故
郷
の
味
バ
ナ
ナ

キ
リ
マ
ン
ジ
ャ
ロ
の
中
腹
に
換
金
作
物
の
コ
ー
ヒ
ー
、

そ
し
て
バ
ナ
ナ
が
繁
茂
す
る
チ
ャ
ガ
人
の
村
々
が
あ
る
。

バ
ナ
ナ
は
チ
ャ
ガ
人
の
主
食
だ
。
煮
込
み
料
理
、
豆
と

と
も
に
煮
て
マ
ッ
シ
ュ
ポ
テ
ト
状
に
し
た
料
理
、
素
揚

げ
、
焼
い
た
も
の
な
ど
多
様
な
バ
ナ
ナ
料
理
が
あ
る
。

酒
も
バ
ナ
ナ
で
造
ら
れ
る
。
わ
た
し
の
調
査
村
の
人
び

と
は
バ
ナ
ナ
を
二
〇
以
上
の
品
種
に
分
類
し
て
お
り
、

そ
れ
ぞ
れ
の
バ
ナ
ナ
に
適
し
た
調
理
法
が
あ
る
と
い
う
。

近
年
、
バ
ナ
ナ
は
自
家
消
費
の
み
な
ら
ず
、
村
の
世

帯
に
現
金
を
も
た
ら
す
重
要
な
作
物
と
認
識
さ
れ
て
い

る
。
一
九
九
四
年
の
流
通
の
自
由
化
以
降
、
コ
ー
ヒ
ー

生
産
は
低
迷
傾
向
に
あ
り
、
村
の
世
帯
の
主
要
な
収

入
源
で
は
な
く
な
っ
て
い
る
。
生
産
に
手
間
と
費
用
が

か
か
り
、
価
格
変
動
が
激
し
い
コ
ー
ヒ
ー
栽
培
を
辞
め
、

都
市
向
け
販
売
用
の
バ
ナ
ナ
ば
か
り
を
畑
に
植
え
る
世

帯
も
出
現
し
て
い
る
。
都
市
へ
の
販
路
は
確
立
さ
れ
て

お
り
、
都
市
で
の
バ
ナ
ナ
の
需
要
が
増
え
た
こ
と
も
あ

る
の
か
、買
付
商
人
へ
と
転
身
す
る
村
人
も
少
な
く
な
い
。

村
と
都
市
を
繋
ぐ
バ
ナ
ナ

商
人
た
ち
に
よ
っ
て
村
で
買
い
取
ら
れ
た
バ
ナ
ナ
は
、

夕
方
、
ト
ラ
ッ
ク
に
積
み
込
ま
れ
キ
リ
マ
ン
ジ
ャ
ロ
を

出
発
す
る
。
そ
し
て
深
夜
に
ダ
ル
エ
ス
サ
ラ
ー
ム
郊
外

の
卸
市
場
、
通
称
「
バ
ナ
ナ
裁
判
所
」
に
た
ど
り
着
く
。

キ
リ
マ
ジ
ャ
ロ
、
タ
ン
ザ
ニ
ア
南
西
部
の
ム
ベ
ヤ
、
中

央
部
モ
ロ
ゴ
ロ
な
ど
産
地
ご
と
に
並
べ
ら
れ
て
「
判

決
」
を
待
つ
。
夜
明
け
前
か
ら
料
理
人
、
露
店
の
野
菜

売
り
な
ど
が
や
っ
て
き
て
バ
ン
チ
（
房
）
ご
と
買
っ
て

い
く
。
仲
買
商
人
に
よ
る
と
「
キ
リ
マ
ン
ジ
ャ
ロ
の
バ

ナ
ナ
を
買
っ
て
い
く
の
は
チ
ャ
ガ
人
ば
か
り
」
だ
と
い

う
。
故
郷
の
味
を
再
現
す
る
た
め
に
料
理
人
た
ち
は
キ

リ
マ
ン
ジ
ャ
ロ
の
バ
ナ
ナ
を
買
っ
て
い
く
の
だ
ろ
う
か
。

そ
し
て
チ
ャ
ガ
人
た
ち
は
、
故
郷
に
思
い
を
馳は

せ
な
が

ら
渋
滞
で
疲
れ
た
体
を
ム
ト
リ
で
癒
し
、
都
市
に
生
き
、

故
郷
の
村
を
支
え
る
た
め
に
仕
事
や
商
売
へ
と
向
か
っ

て
い
く
の
だ
ろ
う
か
。
こ
れ
は
キ
リ
マ
ン
ジ
ャ
ロ
の
村

を
第
二
の
故
郷
だ
と
感
じ
て
い
る
わ
た
し
の
ノ
ス
タ
ル

ジ
ッ
ク
な
想
像
か
も
し
れ
な
い
。

で
生
活
し
た
こ
と
の
あ
る
日
本
人
に
も
ム
ト
リ
好
き
の

人
は
多
い
。
日
本
で
販
売
す
れ
ば
人
気
が
出
る
味
か
も

し
れ
な
い
。

ム
ト
リ
は
、
タ
ン
ザ
ニ
ア
北
部
キ
リ
マ
ン
ジ
ャ
ロ
山

間
部
を
故
郷
と
す
る
チ
ャ
ガ
人
の
料
理
だ
。
チ
ャ
ガ
人

は
、
村
で
の
農
地
不
足
を
背
景
に
、
故
郷
を
離
れ
、
都

市
へ
と
積
極
的
に
移
動
す
る
人
び
と
と
し
て
よ
く
知
ら

れ
て
い
る
。
政
府
や
民
間
企
業
の
職
員
、
企
業
経
営
者

か
ら
露
天
商
ま
で
多
様
な
社
会
・
経
済
階
層
で
活
躍

し
て
い
る
。
バ
ー
や
食
堂
の
経
営
者
や
料
理
人
も
多
く
、

彼
ら
が
自
身
の
店
で
ム
ト
リ
を
提
供
し
始
め
た
こ
と
で
、

故
郷
の
味
が
都
市
へ
と
広
が
っ
た
の
だ
ろ
う
。

青いバナナ（料理用）　　　　
　　　　　　　　8～10本 
※バナナのサイズによる。また
お好みのスープのとろみ具合
に合わせて調整

牛肉（骨付き）　200～ 300g
※しっかりと味をつけたい場合
は固形の牛スープの素を追加

タマネギ／人参／ピーマン
などお好みの野菜

各1～ 2個（みじん切り）

ニンニク　　1片（みじん切り）

水　　　  5カップ（1000ml）
塩　　　　　　　　　少々
生唐辛子／ライム（もしくは
レモン）　　　　お好みの量

ムトリ　（4、5人分）

① バナナの皮に包丁で切り込みをいれ、皮を剥き、
果実の表面を薄くそぎ落とす。短冊状に切り10分
ほど水にさらしてあくを抜く。

② タマネギ／人参などお好みの野菜をみじん切りに
しておく。牛肉をひと口大に切る。

③ 牛肉と野菜を水から煮込み、スープを作る。

④ 別の鍋にスープを半分うつし、バナナを煮込む。

⑤ バナナをつぶしながら、残りの牛肉スープを入れ、
塩で味を調えながら、好みのとろみに仕上げてい
く。ポタージュスープ程度のとろみが適当。

⑥ 器にうつし、輪切りにした生唐辛子、切ったライム、
塩を添えてできあがり。

通称「バナナ裁判所」で購入され運び出される バナナを運ぶ仲買人の女性

朝食を提供するバー

店で出されるムトリ。小麦粉でできたチャパティと一緒に
食べるとお腹いっぱいになる
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